
神奈川県庁におけるＥＢＰＭ推進の取組み

（政策レビューにおけるＥＢＰＭの考え方の導入）
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県における政策運営

〇 総合計画「かながわグランドデザイン」

において、プロジェクトごとに複数の数

値目標を設定し、毎年度の評価におい

て、統計指標を活用した多角的な分析

を行い、政策改善を図ってきた。

〇 これまでもできる限り統計データなど客

観的な指標を活用した政策運営に努め

てきた。



参考 かながわグランドデザイン (プロジェクト１ 未病)



参考 かながわグランドデザイン（数値目標）



ＥＢＰＭの推進

〇 限られた予算・資源のもとで政策効果を最大限発揮させるた

め、証拠に基づいて合理的に政策判断を行うＥＢＰＭの推進

が求められている。

▶ 政策の立案時において、ロジック・モデルにより政策と成果の

因果関係を論理的に明示

▶ 客観的・科学的データによる裏付けを示す



政策レビューへの導入

ＥＢＰＭの推進にあたっては、まずは、政策の検討にあたり、取組

みと成果の因果関係について意識を持つことが重要と考え、政策

レビュー（庁内における政策議論）において、できるだけ取組みと

成果の因果関係を明らかにするよう取り組んだ。

政策レビュー：政策のマネジメント・サイクルの一環（ACTION（改
善））として、政策の優先度を見極めながら政策

改善の方向性を議論し、政策立案を行う場
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政策レビューへの導入

〇 「政策目的―政策手段（施策）―事業」から成る政策体系（ロジッ
ク・モデル）と、それらの間にある因果関係を明確化

〇 統計データ等を活用し、政策課題や施策・事業目的を適切に設定

〇 その施策事業は最適な手段であるか、客観的なエビデンスに基

づき選択・決定



ロジック・モデル

行政資源の投入（インプット）、行政の活動とその過程（アクティビティ、
プロセス）、活動によって提供される財・サービス（アウトプット）、直接
的に発生する成果（直接的アウトカム）、論理的帰結・時間経過・波及
などによって中間的に実現する成果（中間アウトカム）、最終的に発現
すべき成果（最終アウトカム）の間には明示的に示し得る因果関係が
あるはずとして、これらを流れ図や表の形で表したもの。

（総務省「政策評価に関する基礎資料」平成28年10月）



政策体系図



政策レビュー調書等の構成

• 「Ⓐ戦略目的」の調書：「めざす姿」やその達成を測定するためのアウトカ
ム指標（測定指標）、達成に向けた取組み（主要

手段）を記載

・「Ⓑ主要手段」の調書：中間アウトカム、課題解決に向けた施策の必要性、

有効性などを記載。主要手段を構成する個別手段

（予算事業）が中間アウトカムの達成にどのように

寄与するかを明示

• 「Ⓒ個別手段」の調書：個別手段（予算事業）のアウトプット、短期アウトカ
（事業費調書） ム、事業と効果の因果関係や検証方法等を記載



「Ⓐ戦略目的」の調書

「めざす姿」（達成す
べき目標）を記載

政策体系図の「Ⓑ
「主要手段」に該当

アウトカム指標
（測定指標）



「Ⓑ主要手段」の調書

政策体系図の「Ⓑ
主要手段」に該当

中間アウトカム。

「主要手段」の効果を
判断するための指標

新たな「主要手段」、
または既存の「主要
手段」の改善等、課
題解決に向けた手
段を提案



「Ⓑ主要手段」の調書
できる限り科学的・客
観的データに基づい
て記載。
有効性については、
指標（ｂ）の達成に有
効であること（因果関
係があること）を示す。
ここがロジックモデル
の最も重要な論点に
なる。

政策体系図の「Ⓒ「個
別手段」に該当

「Ⓒ個別手段」が
どの指標（ｂ）の

達成に寄与するのか
記載



「Ⓒ個別手段」の調書
(様式４－２)

項目名

細々事業名

歳出ID 性質別 要求区分

(単位：千円)

平成32年度 平成33年度 平成34年度 総事業費

（目的）

区分

所属名

番号

項目番号

取組み（主要手段）

国庫支出金

県債

その他

一般財源

事業費総額

財
源
内
訳

事
業
の
内
容
・

積
算
内
訳

備考
前年度当初

比較(B-A)

後年度に多額の財政負担が想定される事業のみ記載

区分
平成30年度

（Ａ）

平成31年度

（Ｂ）

Ⅽ 事業費調書

事業
概要

政策体系図の「Ⓒ「個
別手段」に該当
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「Ⓒ個別手段」の調書

当該予算事業（個別手段）の実施によって得ようとするアウトプット

当該予算事業（個別手段）の実施によって得ようとする短期アウトカム

事業の実施結果（アウトプット）がなぜ（どのように）短期アウトカムの達
成に寄与するのか、因果関係を示す

短期アウトカムを把握するための手法（調査方法等）



その他の取組み

〇 政策レビューにおけるプレゼンテーション資料で、ロジック・モデル

を図式化して示し、上位目的に対する施策・事業の有効性等を

論点として設定

〇 はじめて政策レビューにＥＢＰＭの考え方を導入したことから、

効果的な実施が図られるよう、調書作成等について、各局の担当

者を対象とした研修の実施



今後の課題
〇 ＥＢＰＭの考え方の導入が緒に就いたばかりということもあり、因
果関係や有効性について科学的かつ客観的なエビデンスが十分
示されたとは言い難かった

〇 エビデンスをこれから積み上げていくためには、まずは政策体系
のロジック・モデルを明確にしていくことが重要である。

〇 施策全体の評価となる総合計画の評価等とも連動しながらＥＢＰ
Ｍを念頭においた取組みを継続していく必要である。

〇 必要なデータの収集、事業効果の測定等、さらなる課題もある。



御清聴ありがとうございました。


